








仮設構台の桁空間に対して、 パネルの幅はL=l. 99m及びL=3. 99mである。このため、L=l. 99m 

のパネルは仮設構台上で水平に吊上げ空間が確保出来るが、L=3. 99mのパネルは仮設構台

上で水平に吊り上げると、横桁に阻まれて通過する事ができない。

そのため、 クレ ーンの主巻フック及び補助巻フックによる相吊を行い、 一時的に垂直に吊

り上げ（写真. 4)横桁を通過させた後、 水平吊に移行させ据え付けを行った（写真. 5)。

親杭パネルの据付完了後、中詰めコンクリ ートa =30N/mm2 をコンクリ ートポンプ車にて打

設を行う。
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写真4 親杭パネル吊込状況 写真5 親杭パネル据付状況

3. 4 グラウンドアンカ ー の施工

親杭パネル背面埋め戻しを行い、 グラウンドアンカーエの打設を行う。

使用したアンカーの種別は先端圧縮タイプの�SL·CE型でロ ータリ ーパーカッションを

用いて削孔径(/) 115mmにて削孔を行った。定着部となる土質が基本試験にて確認されている

定着層と同等であるのか、 排出される削孔スライム ・ 削孔水にて目視確認を行った。

削孔完了後、 アンカー材を挿入しセメントミルクの注入を行う。 品質が適切なセメント

ミルクを注入する事が良質なアンカーとなるため、 セメントミルクのフロ ー値（管理値10

�20秒）確認を行い、 定着地盤への加圧注入に注意を払った。

セメントミルクの養生完了後、供試体にて圧縮強度が24N/mm2 以上である事を確認した後、

品質試験として適正及び確認試験を実施し定着· 頭部処理を行った。

4. まとめ

本工事においては、 工事制約条件をクリア

する仮設構台を架設する事で施工条件を改善

する事できたので、 二次災害発生もなく工期

内に完工する事ができた（写真. 6)。

諸所の現場において施工制約は多々発生す

るが、 その現場に応じた打開策を計画立案実

施できる技術力をさらに向上させ、 今後のエ

事に活かしていきたいと考えている。

【質問事項】
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写真6 完成写真

「今回の親杭パネルエ法の裏面排水処理は裏込め砕石で行っていますが、 何か良い裏面排

水材はありませんか。」
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